
1983

い
た
の
は
、
同
じ
学
術
調
査
で
も
、
そ
れ
が
国
あ
る
い
は
政
府
レ

ベ
ル
に
近
い
文
化
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、

本
学
の
活
動
の
国
際
化
と
、
そ
の
後
の
進
展
か
ら
み
て
も
、
大
き

な
画
期
と
な
る
出
来
事
だ
っ
た
。

こ
の
敦
煌
の
学
術
調
査
を
は
じ
め
、
そ
の
後
の
相
次
ぐ
海
外
の

芸
術
大
学
と
の
交
流
提
携
、
ご
く
最
近
で
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

戦
後
復
興
支
援
に
至
る
ま
で
、
こ
の
二
〇
年
間
に
本
学
の
活
動
は
、

国
際
化
が
大
き
く
進
め
ら
れ
て
き
た
。
国
際
貢
献
を
目
指
し
た
そ

の
国
際
化
を
一
貫
し
て
リ
ー
ド
し
て
き
た
の
が
、
現
学
長
平
山
郁

夫
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
っ
た
。
い
ま
や
交
流
提
携
大
学
も
、

世
界
中
の
大
学
二
〇
校
近
く
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
代
な
か
ば
か
ら
、
円
が
一
ド
ル
二
四
〇
円
か
ら
一

〇
〇
円
ち
ょ
っ
と
に
ま
で
強
く
な
っ
た
こ
と
で
、
日
本
か
ら
海
外

へ
の
旅
行
や
留
学
は
、
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
っ
た
。
日
本
へ
の
留
学

に
は
、
逆
に
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
本
学
へ
の
留
学

生
は
増
え
続
け
て
い
る
。
オ
ア
シ
ス
に
東
西
の
人
々
が
行
き
交
っ

た
敦
煌
の
よ
う
に
、
世
界
中
の
人
々
が
集
う
日
も
遠
く
な
い
か
も

し
れ
な
い
。（

さ
と
う
・
ど
う
し
ん
／
美
術
学
部
芸
術
学
科
助
教
授
）
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一
九
八
三
年
九
月
、
砂
漠
の
中
に
千
年
に
わ
た
っ
て
造
営
さ

れ
た
敦
煌
石
窟
に
、
本
学
の
第
一
次
学
術
調
査
団
が
到
着

し
た
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
遠
く
日
本
の
法
隆
寺
に
ま
で
い
た
る
、

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
東
西
文
化
交
流
の
調
査
が
始
ま
っ
た
。
調
査

団
は
、
平
山
郁
夫
を
団
長
に
、
日
本
画
（
福
井
爽
人
、
下
田
義
寛
）、

建
築
（
茂
木
計
一
郎
）、
美
術
史
（
水
野
敬
三
郎
、
田
口
榮
一
ほ
か
）

か
ら
な
る
、
美
術
学
部
の
合
同
チ
ー
ム
。
前
年
の
予
備
調
査
か
ら

八
七
年
の
第
三
次
調
査
ま
で
、
日
本
の
仏
教
美
術
の
源
流
と
も
い

う
べ
き
敦
煌
の
、
密
度
の
高
い
学
術
調
査
が
行
わ
れ
た
。

当
時
、
敦
煌
は
急
速
に
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
中
国
の
開
放
政

策
を
背
景
に
、
観
光
客
が
ふ
え
、
宿
泊
施
設
が
整
い
、
空
港
も
新

た
に
つ
く
ら
れ
た
。
第
一
次
調
査
団
は
、
砂
ぼ
こ
り
の
な
か
を

延
々
と
バ
ス
に
の
っ
て
敦
煌
に
つ
い
た
ら
し
い
が
、
八
五
年
の
第

二
次
調
査
団
は
、
で
き
た
ば
か
り
の
敦
煌
空
港
に
空
路
で
行
っ
て

い
る
。
敦
煌
研
究
所
も
、
研
究
「
院
」
と
名
前
を
変
え
て
拡
充
し

つ
つ
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
ち
ょ
う
ど
日
中
国
交
回
復
十
周
年

の
時
期
に
始
ま
っ
た
こ
の
調
査
は
、
中
国
側
の
全
面
協
力
を
え
て

進
め
ら
れ
た
。
調
査
団
が
北
京
に
つ
い
た
時
に
は
、
毎
回
要
人
が

歓
迎
し
て
く
れ
る
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
遇
だ
っ
た
ら
し
い
。
ま
さ
に
日
中
友

好
の
文
化
交
流
事
業
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
側
の
敦
煌
の

遺
跡
保
存
に
か
け
る
熱
意
と
姿
勢
は
、
強
く
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。

こ
こ
で
の
調
査
と
研
究
交
流
が
、
の
ち
に
本
学
に
文
化
財
保
存
学

の
講
座
が
新
設
さ
れ
る
、
重
要
な
伏
線
と
な
る
。
ま
た
い
ま
で
も
、

敦
煌
文
物
研
究
院
か
ら
研
究
者
が
毎
年
来
学
し
て
お
り
、
交
流
が

続
い
て
い
る
。

合
同
チ
ー
ム
に
よ
る
こ
う
し
た
学
術
調
査
の
海
外
派
遣
は
、
こ

の
時
が
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
も
二
回
あ
っ
た
。

最
初
は
、
発
見
さ
れ
て
ま
も
な
い
ト
ル
コ
・
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
岩

窟
修
道
院
を
中
心
と
す
る
、
中
世
オ
リ
エ
ン
ト
遺
跡
学
術
調
査
団

（
六
六
年
、
六
八
年
、
七
〇
年
）。
二
回
目
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ア
ッ

シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
院
な
ど
を
中
心
と
す
る
、
イ
タ

リ
ア
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
壁
画
学
術
調
査
団
（
七
三
年
、
七
六
年
）。

こ
れ
ら
の
二
回
の
調
査
も
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
ら

し
い
。
た
だ
敦
煌
の
調
査
が
、
前
二
回
の
調
査
と
大
き
く
違
っ
て

東京芸術大学美術学部1983年

敦煌学術調査
─国際化の進展

日本近代美術史。主要著書『〈日本美術〉誕生―近代日本の「ことば」と戦
略』『明治国家と近代美術―美の政治学』がある。

佐藤道信

敦煌石窟入口の門（1982年）

石窟上より南側石窟群を望む（1983年）

敦煌（1982年）
（3点とも撮影提供＝田口榮一）
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1985

タイムカプセルに乗っ

一
九
八
五
年
、
故
小
泉
文
夫
教
授
（
一
九
二
七
―
一
九
八
三
）

の
ご
遺
族
か
ら
、
傑
出
し
た
民
族
音
楽
学
者
で
あ
っ
た
故

人
の
膨
大
な
量
の
楽
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
録
音
テ
ー

プ
な
ど
の
研
究
資
料
が
本
学
に
一
括
し
て
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

を
保
管
整
理
し
て
、
将
来
の
民
族
音
楽
学
、
楽
器
学
の
研
究
に
あ

て
る
べ
く
設
立
さ
れ
た
の
が
、「
小
泉
文
夫
記
念
資
料
室
」
で
あ

る
。
二
年
後
の
一
九
八
七
年
、
東
京
芸
術
大
学
創
立
百
周
年
記
念

の
年
に
は
こ
の
資
料
室
の
展
示
会
が
行
わ
れ
、
同
時
に
「
所
蔵
楽

器
目
録
」
が
作
製
さ
れ
た
。
彼
は
享
年
五
六
歳
で
病
魔
に
倒
れ
、

現
役
の
さ
な
か
突
然
、
冥
界
に
拉
致
さ
れ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ

た
。
逝
去
さ
れ
て
も
う
二
十
一
年
に
な
る
。

世
界
各
地
の
楽
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
様
さ
は
目
録
を
見
て
も

驚
く
が
、
蒐
集
の
あ
り
さ
ま
は
「
わ
が
家
変
じ
て
楽
器
の
『
倉
庫
』」

と
エ
ッ
セ
イ
に
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

い
ま
資
料
室
に
収
め
ら
れ
て
い
る
品
々
を
、
目
録
を
手
に
し
な

が
ら
眺
め
て
廻
る
と
い
う
の
は
、
得
難
い
経
験
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
彼
の
著
作
に
接
す
る
と
、
俄

然
多
く
の
こ
と
を
語
り
始
め
る
。
た
と
え
ば
サ
ー
ラ
ン
ギ
、
ル
バ

ー
ブ
、
チ
カ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
は
「
イ
ン
ド
の
サ
ー
ラ
ン
ギ
」

（『
民
族
音
楽
紀
行
』
所
収
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
が
絶
好
の
資
料
で

あ
る
。
三
九
本
の
弦
で
「
異
様
な
音
」
を
出
す
サ
ー
ラ
ン
ギ
な
る

弦
楽
器
と
、
彼
が
い
か
に
し
て
出
合
っ
て
そ
の
楽
器
の
演
奏
方
法

を
習
っ
た
か
。
ま
た
そ
の
系
統
的
に
近
い
楽
器
の
チ
カ
ー
ラ
ー
を

地
元
の
楽
器
屋
か
ら
ど
う
い
う
経
緯
で
手
に
さ
れ
た
か
。
テ
ン
ポ

の
い
い
文
章
で
そ
れ
ら
楽
器
の
話
を
読
む
と
、
楽
器
は
と
て
も
具

体
性
を
帯
び
て
く
る
。
あ
る
い
は
別
な
エ
ッ
セ
イ
「
執
念
の
サ
ン

ト
ゥ
ー
ル
」
で
も
い
い
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
話
し
ぶ
り
の
な
か
で
、

歴
史
の
重
み
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て
粛
然
と
し
て
く
る
。
現
在
、

彼
の
著
作
選
集
は
五
巻
も
出
て
い
る
。

小
泉
文
夫
は
戦
争
中
も
一
高
の
学
生
と
し
て
、
比
較
的
の
ん
き

な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
個
人

の
転
換
期
と
時
代
の
転
換
期
と
が
重
な
っ
た
の
で
、
振
幅
の
広
い

生
き
方
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
敗
戦
に
よ
っ
て
軍
国
主
義
が
崩
壊

す
る
と
、
ほ
か
の
青
年
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
ひ
ど
い
虚
無
感
に
襲

わ
れ
た
が
、
や
が
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
か
か
え
て
進
駐
軍
む
け
の

タ
ン
ゴ
バ
ン
ド
に
加
わ
っ
た
り
、
警
察
庁
の
通
訳
を
し
て
生
活
は

確
保
し
な
が
ら
、
民
族
音
楽
研
究
と
い
う
生
涯
の
仕
事
に
向
か
い

始
め
た
。
大
学
卒
業
後
、
一
九
五
六
年
か
ら
二
年
間
イ
ン
ド
の
音

楽
大
学
に
留
学
し
、
こ
れ
が
小
泉
文
夫
に
と
っ
て
決
定
的
な
経
験

に
な
っ
た
。『
な
つ
か
し
い
イ
ン
ド
、
大
嫌
い
な
イ
ン
ド
』
と
い

う
エ
ッ
セ
イ
に
は
彼
の
愛
憎
半
ば
す
る
気
持
ち
が
よ
く
出
て
い
る
。

以
後
、
南
ア
ジ
ア
の
首
狩
り
族
、
イ
ヌ
イ
ッ
ト
、
エ
ジ
プ
ト
奥
地

を
は
じ
め
、
五
十
余
カ
国
を
経
め
ぐ
っ
た
の
は
、
彼
の
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
に
す
ら
な
っ
た
。

来
し
方
を
振
り
返
っ
た
晩
年
、
こ
の
よ
う
に
民
族
音
楽
研
究
に

邁
進
し
て
い
た
日
々
で
す
ら
、
彼
は
「
何
時
で
も
服
飾
デ
ザ
イ
ナ

ー
や
小
説
家
に
転
身
す
る
可
能
性
を
考
え
て
い
た
」
と
回
想
し
て

い
る
か
ら
面
白
い
。
こ
の
民
族
音
楽
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に
は
教
師

臭
い
と
こ
ろ
が
な
く
、
軽
快
な
ス
マ
ー
ト
さ
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。

（
た
き
い
・
け
い
こ
／
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
助
手
）

東京芸術大学音楽学部1985年

民族音楽学・
楽器学の「宝庫」
―小泉文夫記念資料室の開設

音楽学（ドイツロマン派、および日本洋楽草創期の研究）。著書に『漱石が
聴いたベートーヴェン―音楽に魅せられた文豪たち』、主要論文に「東西音
楽の接点―音楽におけるジャポニズムの一断面」がある。

瀧井敬子

エスキモーを取材したおりの小泉文夫「シルクロード・コンサート」のリハーサルの合間に
民族楽器「チカーラー」




